
ア
ミ
!
ル
• 

ア

イ

ム

i
ル
• 
キ
コ.

レ
ゲ
ン

|
|
テ
ィ
ム
l
ル
家
の
系
譜
と
テ
ィ
ム

l
ル
の
立
場

|
|

間

野

英

中
央
ア
ジ
ア
の
生
ん
だ
世
界
征
服
者
テ
ィ
ム

l
ル

吋
HB
口
門

会

ωω
白

i
l
H
8
3
の
生
涯
に

つ
い
て
は
、

な
お
検
討
す
べ
き
い
く
つ
か
の
問
題
が

残
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
出
自
に
関
す
る
問
題
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、

俸
え
ら
れ
る
テ
ィ
ム

l
ル
家
の
「
系
譜
」

①
 

お
定
設
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
献
況
に
あ
る
。

の
信
愚
性
に
つ
い
て
す
ら
、

な

-109-

ま
ず
こ
の
「
系
譜
」

の
内
容
と
、
そ
れ
と
表
裏
一
僅
を
な
す
テ

ィ
ム

l
ル
家
に
関
す
る

一
停
承
を
紹
介
し
、

モ
ン
ゴ
ル
時
代
及
び
テ
ィ
ム

l
ル
の
同
時
代
人
達
の
諸
史
料
に
よ

っ
て
、
こ
れ
ら
の
系
譜
及
び
俸
承
を
批
剣

・
検
討
し
て
み
る
事
に
し
た
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、

つ
い
で
、

そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
系
譜
・
俸
承
を
必
要
と
し
た
の
は
、

王
朝
の
創
設
者
テ
ィ
ム

l
ル
自
身
で
は
決
し
て
な
く
、

い
ま
や
築
光
に
輝
く
新
王
朝

の
支
配
者
と
し
て
中
央
ア
ジ
ア
・
イ
ラ
ン

に
君
臨
す
る
に
至

っ
た
彼
の
子
孫
達
で
あ
っ

た
に
相
違
な
い
事、

そ
し
て
さ
ら
に
、
テ
ィ
ム

l
ル
自

身
に
と
っ
て
重
要
で
あ
っ
た
の
は
、

な
い
し
ベ

ク
と
し
て
の
身
分
と
、

そ
の
呼
稽
ア
ミ

1
ル
・
テ
ィ
ム

1
ル

・
キ
品

レ
ゲ
ン
が
明
確
に
示
し
て
い
る
如
く
、

キ
占
レ
ゲ
ン
す
な
わ
ち
ハ

l
ン
家
の
女
婿
と
し
て

の
立
場
の
み
で
あ
っ
た
事
を
確
認
し
た
い
。

あ
く
ま
で
ア
ミ
ー
ル

591 

ま
ず
、
問
題
の
テ
ィ
ム

l
ル
家
の
「
系
譜
」

の
内
容
を
紹
介
し
よ
う
。

こ
の
系
譜
は、

サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
グ
l
リ
・
ア
ミ

1
ル
廟

の
ロ
工
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①
 

〉

B
H叫
に
安
置
さ
れ
た
テ
ィ
ム
l
ル
の
墓
石
を
は
じ
め
、
停
読
時
代
よ
り
テ
ィ
ム
l
ル
朝
期
に
至
る
モ
ン
ゴ

ル
族
の
系
譜
集
『
ム
l
イ

ッ
ズ

・
ア

①
 

ル
ア
ン
サ

l
ブ
』

〉向
Nha
R

N

ミ
t
k
玄
白
色
、
シ
ャ

ラ
フ
・
ア

ッ
‘テ
ィ

ー
ン

・
ア
リ
l
・
ヤ
ズ
デ

ィ

1
ω
Y
R
t
白
ケ
ロ

E
h〉
Z
J
F注目
の
『
勝
利
の

書
』

N
G
¥真
之

さ

向
、
無
名
氏
に
よ
る
ウ
ル
ク

・
ヘ
ク
の
『
四
ウ
ル

ス
史
』

p
ip
E足
音
ム
ミ
守
G
6
の
一
異
本
『
ト
ル
コ
諾
族
の
系
譜
』

@

@
 

旬
、
NhNK
Q司
令

九

三

-
h
H
a
p
、
ミ
i
ル
ホ
l
ン
ド

冨
可
r
y
宅
U

ロ仏

の

『
清
浄
の
園
』
勾
h制
さ
れ
た
N
H
h
N
~
・ω
h
N
¥町
、
ホ
ー
ン
ダ
ミ
l
ル
穴
Y
話
回
ロ
E
B
H
H
の

①
 

『
遁
徳
の
伴
侶
』

旬

S
S
ミ・

ωミ
ミ

等
の
史
書
に
牧
鋒
さ
れ
て
い
る
。

い
ま
、
こ
れ
ら
の
内、

グ
l
リ

・
ア
ミ

l
ル
廟
の
墓
石
に
み
え
る
系
譜
を
と
り
あ
げ
て
紹
介
し
た
い
。
こ
の
系
譜
に
み
え
る
人
名
と
、
他
の

そ
の
綴
字
に
若
干
の
相
異
が
み
ら
れ
る
が
、

系
譜
そ
の
も
の
に
は
大
き
な
相
違
は
見
ら
れ
な
い
。

諸
史
料
に
み
え
る
人
名
と
の
聞
に
は
、

グ
l
リ
・
ア
ミ
l
ル
閥
内
の
テ
ィ
ム

l
ル
の
墓
石
に
は
二
種
類
が
あ
り
、

一
つ
は
廟
の
中
央
に
、

@
 

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
テ
ィ
ム

l
ル
の
亡
骸
は
、
地
下
室
の
墓
石
の
下
に
ね
む

っ
て
い
る。

き
て
、

他
の
一

つ
は
地
下
の
墓
室
に
安
置

と
れ
ら
二

つ
の
墓
石
の
う
ち
、

廟
の
中
央
を
占

-110ー

ウ
ル
グ

・
ベ
ク
の
モ
グ
l
リ
ス
タ
ー
ン
遠
征

(
一
四
二
四

二

五
年
)
の
際
に
、

@
 

管
地

O
R
m古

か
ら
サ
マ
ル
カ
ン
ド
に
移
注
さ
れ
た
軟
玉
で
作
ら
れ
た
卒
た
い
長
方
形
の
板
で
お
お
わ
れ
、
地
下
室
の
も
の
は
、
大
理
石
製
の
、

そ

し

て

、

ア

ラ

ブ
語
で
記
さ
れ
た
テ
ィ

ム
l
ル
の
墓
碑
銘
が
刻
ま
れ
て
い

め
る
も
の
は
、

ユ
ル
ド
ゥ
ズ
河
畔
の

モ
グ
l
ル
・
ハ
l
ン
の
夏

そ
の
お
の
お
の
に
は
、

や
は
り
卒
た
い
板
で
お
お
わ
れ
て
い
る
。

る
。
こ
の
二
つ
の
墓
碑
銘
は
、
内
容
的
に
は
ほ
と
ん
ど
同
一
で
あ
る
が
、

⑪
 

れ
て
い
る
。

や
や
長
文
の
、
軟
玉
板
に
刻
ま
れ
た
銘
文
に
は
、
以
下
の
如
く
記
さ

こ
れ
は
、

ト
ゥ

メ
ネ
イ

・
ハ
l
ン
の
子、

ア
ミ

1
ル

・
カ
チ
ュ
ラ
イ
の
子
、

エ
ル
デ

ム
チ
・
パ
ル
ラ

ス
の
子、

ア
ミ
l
ル
・
ス
グ
チ
ェ

チ
ェ
ン
の
子
、

カ
ラ
チ
ャ
ル

・
ノ
ヤ
ン
の
子、

ア
ミ

l
ル

・
イ
ジ

品
ル
の
子
、

ア
ミ
l
ル
・
イ
ラ

ン
ギ
l
ル
の
子、

ア
ミ
l
ル
・
ボ
ル
ギ

ユ
ル
の
子
、

ア
ミ

l
ル
・
タ
ラ
ガ
イ
の
子
、
最
も
偉
大
な
ス
ル
タ
ン
で
あ
り
、

最
も
高
貴
な
可
汗
で
あ
る
ア
ミ
!
ル

・
テ
ィ
ム
l
ル
・
キ

ュ
レ
ゲ
ン
の
墓
で
あ
る
。

チ
ン
ギ
ズ
・
ハ

1
ン
の
系
譜
は
、
ζ

の
人
物
〔
H

ト
ゥ
メ
ネ
イ

・
ハ
ー
シ
〕

の
所
で
そ
の
本
幹
よ
り
分
岐
し
た
。

そ
し
て

こ
の
き
わ



め
て
高
貴
に
し
て
卓
越
せ
る
墓
に
葬
ら
れ
た
最
も
築
光
あ
る
ス
ル
タ
ン
は
、

大
汗
チ
ン
ギ
ズ
・
ハ

l
ン
は
、
前
述
し
た
ト
ゥ
メ
ネ
イ
・
ハ

l
ン
の
子
、

と
の
人
物
〔
H

ト
ゥ
メ
ネ
イ
・
ハ

l
ン〕

に
出
自
し
た
。

カ
ブ
ル

・ハ

l
ン
の
子
、

ア
ミ

1
ル
・
バ
ル

タ
ン

・
パ
ハ

l

ド
ゥ
ル
の
子
、

ア
ミ
l
ル
・
イ
ス
ゲ
イ
・
バ
ハ

l
ド
ゥ
ル
の
子
で
あ
る
。

彼
〔
ト
ゥ
メ
ネ
イ
・
ハ

l
ン〕

は
ア
ミ
l
ル
・
ブ
ズ
ン
チ
ャ
ル
の
子
、

ア
ミ
l
ル
・
ブ
カ
の
子
、

ア
ミ
l
ル
・
ト

ウ
ト
ウ
メ
ネ
ン
の

子
、
カ
イ
ド
ウ
・
ハ

l
ン
の
子
、

ア
ミ
1
ル
・
パ
イ
ス
ン
グ
ル
の
子
で
あ
る
。

と
の
高
貴
な
る
人
物
〔
H

ア
ミ

l
ル
・
ブ
ズ
ン
チ
ャ
ル
〕

の
父
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ
彼
の
母
は
、
ア
ラ
ン
・
ク
ワ
ー
で
あ
る

事

が
知
ら
れ
て
い
る
〕
。

彼
女
は
、

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
誠
買
で
有
徳
の
女
性
で

堕
落
し
た
女
性
で
は
な
か
っ

た
と
い
わ
れ
る
。
彼
女

は
、
高
窓
か
ら
現
わ
れ
て
彼
女
の
中
に
入
っ
た
光
に
よ

っ
て
み
ご
も
っ
た
。
そ
し
て
彼
は
立
振
な
人
聞
の
姿
で
彼
女
の
前
に
現
わ
れ
問
。

彼
は
、
信
徒
ら
の
長
、

ア
ブ
l

・
タ
l
リ
ブ
の
子
ア
リ
1
の
子
孫
の

一
人
で
あ
る
と
い
っ
た
。
彼
女
の
、
常
に
全
て
に
射
し
て
勝
利
者
で

あ
っ
た
高
貴
な
る
子
孫
ら
は
、

し
ば
し
ば
、

彼
女
の
そ
の
人
物
に
つ
い
て
の

〔H
子
の
父
は
ア
リ
!
の
子
孫
で
あ
る
と
い
う
〕
主
張
の
正

嘗
性
を
謹
明
し
た
。

彼
〔
H

テ
ィ
ム

l
ル〕

は
、
八

O
七
年
シ
ャ

l
バ
l
ン
月
十
四
日
の
夜
〔
H

西
暦
一

四

O
五
年
二
月
十
五
日
〕
逝
去
し
た
。

い
ま
、
こ
の
銘
文
に
み
え
る
テ
ィ
ム

l
ル
家
及
び
チ
ン
ギ
ス
・
ハ

l
ン
家
の
系
譜
に
、

⑫
 

ン
の
子
孫
達
の
系
譜
を
加
え
て
園
示
す
れ
ば
別
固
の
如
く
に
な
る
。

以
下
に
述
べ
る
俸
承
に
登
場
す
る
チ
ン
ギ
ス

・
ハ
ー

き
て
、
と
の
銘
文
の
最
後
の
部
分
に
よ
る
と
、
テ
ィ
ム

l
ル
及
び
チ
ン
ギ
ス
・
ハ

l
ン
は
、
共
に
イ
ス

ラ
ム
の

シ
l
ア
涯
の
租
ア
リ
l

長
町

@
 

守
口
〉
古
吋
臥
ご

σ
の
子
孫
と
い
う
事
に
も
な
る
が
、
こ
の
部
分
が
事
貫
と
は
無
関
係
の
文
字
通
り
の
附
舎
に
す
ぎ
な
い
事
は
あ
ま
り
に
も
明
瞭

で
あ
る
か
ら
、

い
ま
は
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ
な
い
。

し
か
し
、
と
の
部
分
を
の
ぞ
い
て
、

銘
文
に
見
え
る
系
譜
を
員
正
な
も
の
と
見
な
せ

ば
、
テ
ィ
ム

l
ル
は

チ
ン
ギ
ス
・
ハ

l
ン
と
共
通
の
租
を
も
っ
モ
ン
ゴ
ル
の
名
族
の
末
試
聞
に
生
ま
れ
た
事
に
な
る
。

は
た
し
て
そ
れ
が
員
賞

593 

で
あ
る
か
否
か
を
検
討
す
る
前
に
、
ま
ず
こ
の
系
譜
に
登
場
す
る
人
物
達
に
閲
す
る
一
停
承
を
紹
介
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
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口

Alqu 

テ ィムール家の系譜

Qabul Khan 

Bartan Bahadur 

YIsugal Bahadur 

Chinglz Khan 

Chaghatal Khan 

Yisun Munke 占己
I I 

Qara Hulagu Baraq 

I I 
Mubarakshah Duva Chechln 

Alanquva 

Budhunchar 

Buqa 

Tutumeti且

Qayd白 Khan

Balsunghur 

Tumenal Khan 

。，“

Qachulai 

Erdemchi Barulas 

Sughuchichin 

Qarachar Nuyan 

Ijel 

Ilangir 

Borgul 

Taragh孟I

Timur 

テ
ィ
ム

l
ル
家
と
チ
ン
ギ
ス
・
ハ

l
ン
家
の
祖
先
達
に
閲
す
る
惇
承
は
、
ヤ
ズ
デ
ィ
ー
の
『
勝
利
の
書
』

の

「
序
章
」
ミ
ミ
ミ

s
s刊
に
は

⑮

⑮

⑫

 

そ
の
後
に
著
わ
さ
れ
た

『
ト
ル
コ
諸
族
の
系
譜
』
、

ミ
l
ル
ホ
l
ン
ド
、

ホ
ー
ン
ダ
ミ
l
ル
等
の
史
書
に

じ
め
て
記
録
さ
れ
、
同
じ
停
承
は
、



も
牧
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

ヤ
ズ
デ
ィ
ー
に
よ
っ
て
こ
の
惇
承
の
概
略
を
述
べ
る
事
に
す
る
が
、

⑮
 

の
部
分
は
、
従
来
カ
ル
カ
ッ

タ
と
テ
ヘ

ラ
ン
で
出
版
さ
れ
て
い
た
こ
の
書
の
ベ
ル

シ
ア
語
テ
キ
ス
ト
に
は
依
如
し
て
い
た
。

⑬
 

シ
ュ
ケ

ン
ト
で
出
版
さ
れ
た
と
の
書
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
こ
の
「
序
章
」
の
部
分
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、

問
題
の
『
勝
利
の
書
』
の
「
序
章
」

し
か
し
、

最
近
タ

い
ま
そ
れ
に
よ
っ
て
博
承
の
概
略

を
紹
介
で
き
る
事
に
な
っ
た
。

き
て
、

ヤ
ズ
デ
ィ
!
の
「
序
章
」
に
は
、

お
よ
そ
以
下
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

ト
ゥ
メ
ネ
イ

・
ハ
l
ン
に
は
、

カ
チ

ュ
リ
、

カ
ブ
ル
と
い
う
隻
子
の
息
子
が
あ
っ

た
。
あ
る
夜
、

カ
チ
ュ
り
は
ひ
き
、つ
づ
い
て
二
つ
の

夢
を
見
た
。
最
初
の
夢
で
は
、

カ
ブ
ル
の
襟
口
か
ら
三
つ
の
星
が
衣
々
と
出
て
は
消
え
、

四
番
目
に
出
た
星
は
四
界
を
輝
か
せ
、

や
が
て

そ
れ
も
い
く
つ
か
の
星
に
分
裂
し
て
消
え
た
。
し
か
し
四
界
は
な
お
き
ら
き
ら
と
輝
い
て
い
た
。

の
襟
口
か
ら
七
つ
の
星
が
次
々
と
出
て
は
消
え
、
八
番
目
に
最
も
大
き
な
星
が
出
て
世
界
を
輝
か
せ
た
。

つ
い
で
見
た
夢
で
は
、

カ
チ

占
リ
自
身

そ
の
星
は

や
は
り
い
く
つ
か

の
星
に
分
裂
し
、

そ
の
消
滅
後
も
、
小
さ
な
星
々
は
な
お
輝
き
つ
づ
け
て
い
た
。

カ
ブ
ル
を
も
面
前
に
呼
ん
で
そ
の
夢
解
き
を
語
り
聞
か
せ
た
。
す
な
わ
ち
、
第

一
の
夢
は
と
う
で
あ
る
。

カ
ブ
ル
の
三
人
の
子
孫
が

の
3

翌
朝
、

で、

カ
チ

ュ
リ
は
こ
の
二
つ
の
夢
に
つ
い
て
父
の
ト
ゥ
メ
ネ
イ

・ハ

l
ン
に
物
語
っ
た
。

ト
ゥ
メ
ネ
イ
は
そ
れ
を
聞
く
と
よ
ろ
こ
ん

ハ
l
ン
の
位
に
つ
く
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、

四
番
目
に
現
わ
れ
る
子
孫
は
世
界
の
征
服
者
と
な
り
、

彼
の
子
孫
ら
も
諸
地
方
を
支
配
し
て

そ
れ
ぞ
れ
一
園
の
ハ

l
ン
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
第
二
の
夢
は
こ
う
で
あ
る
。

ろ
う
。
そ
し
て
第
八
番
目
の
子
孫
は
世
界
を
征
服
し
、
彼
の
子
孫
も
ま
た
、

カ
チ
ュ
リ
に
は
つ
よ
で
つ
ぎ
と
七
人
の
子
孫
が
生
ま
れ
る
で
あ

そ
れ
ぞ
れ

一
園
の
ハ
|
ン
と
か

一
地
方
の
シ
ャ
!
と
な
る
で

あ
ろ
う
。

ト
ゥ
メ
ネ
イ
・
ハ

l
ン
は
こ
の
様
に
夢
解
き
を
語
り
聞
か
せ
る
と
、

カ
ブ
ル
と

カ
チ
占
リ
に
次
の
如
、
ぎ
約
束
を
さ
せ
た
。
す
な
わ
ち
、

さ
れ
る
」
。

「
ハ
l
ン
位

g
r
z
'
F
r
ruE
は
カ
ブ
ル

・ハ

l
ン
の
も
の
で
あ
る
。
軍
事
と
行
政

各
国
自
凹
古
門

g
y
c
r
g門出
口
刊
は

カ
チ
ュ
リ
に
委
任

そ
の
文
言
を
ウ
イ
グ
ル
文
字
で
し
た
た
め

か
く
て
、

子
子
孫
孫
に
至
る
ま
で
、

こ
の
約
束
を
ま
も
る

べ
き
事
が
遺
言
さ
れ
、

595 

て
そ
れ
に
雨
者
が
署
名
し
た
。
父
の
ト
ゥ
メ
ネ
イ
も
、

自
ら
の
紅
印

己

g
g∞
「
帥
を
そ
の
上
に
お
し
、

こ
の
誓
約
書
〆

E
ロ
山
ヨ
白
は
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@
 

ハ
l
ン
の
賓
庫
に
牧
蔵
さ
れ
た
。

こ
の
時
と
り
か
わ
さ
れ
た
誓
約
書
は
そ
の
後
も
数
力
を
持
ち
つ
づ
け
、

カ
チ
ュ
リ
が
カ
ブ
ル

・ハ

l
ン
を
輔
佐
し
た
の
を
手
は
じ
め

つ
づ
く

エ
ル
デ
ム
チ
は
バ

ル
タ
ン

・
パ
ハ

l
ド
ゥ
ル
を
輔
佐
し
て
、
そ
の
一
族
に
は
パ
ル
ラ
ス
の
名
が
輿
え
ら
れ
、

③
 

チ

・
バ
ル
ラ
ス
と
呼
ば
れ
た
。
つ
づ
く
イ
ス
ゲ
イ

・
パ
ハ

l
ド
ゥ
ル
の
時
代
に
は
、

彼
は
エ
ル
デ

ム

ア
」
、

ス
グ

・
チ
ェ

チ
ェ
ン
が
彼
を
輔
佐
し

さ
ら
に
イ
ス

ゲ
イ
に

一
子
が
生
ま
れ
る
と
、

ス
グ

・
チ
占
チ
占

ン
の
助
言
に
従
っ
て
こ
の
子
に
テ
ム

チ
ン
と

い
う
名
を
つ
け
た
。
五
六
二
年
、
亥
の
年

政
務
と
軍
事
の
責
任
者
で
あ
っ
た
ス
グ

e
 

も
数
日
後
に
他
界
し
た
。
諸
部
は
テ

ム
チ
ン
に
そ
む
ぎ
去
り
、
パ
ル

ラ
ス
部
も
そ
む
い
た。

〔H
西
暦
一

一
六
七
年
〕
テ
ム
チ

ン
十
三
歳
の
年
に
父
イ
ス
ゲ
イ
が
間
伐
す
る
と
、

-
チ

-
チ

ェ
ン

し
か
し、

や
が
て
テ
ム
チ
ン
は
即
位

ひ
と
り
カ
ラ
チ
ャ
ル
は
テ
ム
チ
ン
に
加
わ
り
、
こ
れ
を
輔
け
た
。

ヵ
ラ
チ

ャ
ル
の
助
力
を
得
て
、

@
 

し
て
チ
ン
ギ
ス

・
ハ
l
ン
と
競
し
た
。
チ
ン
ギ
ス

・
ハ
l
ン
は
そ
の
死
を
目
前
に
し
て
、
息
子
達
、
兄
弟
達
、
そ
し
て
カ
ラ
チ
ャ
ル
を
面

前
に
呼
ん
で
、
オ
ゴ
タ
イ
を
後
縫
者
に
指
名
し
た
後
、
先
の
カ
ブ
ル
・
ハ

l
ン
と
カ
チ

ュ
り
の
聞
の
誓
約
書
を
賓
庫
よ
り
持
参
さ
せ
、
こ

@
 

れ
の
文
言
を
再
確
認
さ
せ
た
。
そ
し
て
二
男
の
チ
ャ

ガ
タ
イ
に
カ
ラ
チ
ャ

ル
を
つ
け
、

王
園
の
諸
事
と
軍
隊
の
支
配
を
委
任
し
た
。
チ

ン

ギ
ス
・
ハ

l
ン
の
裂
後
、
カ
ラ
チ
ャ
ル
は

チ
ャ
ガ
タ
イ
を
輔
佐
し
、
そ
の
袈
後
も
、
カ
ラ

・
フ

ラ
グ
、
イ
ス
ン

・
ム
ン
ケ、

カ
ラ

・
フ

ラ
グ
を
チ

ャ
ガ
タ
イ

・
ウ
ル
ス

の
ハ
l
ン
位
に
つ
け
、
六
五
二
年
〔
u
一
二
五
四

J
五
五
年〕

一114ー

八
十
九
歳
で
他
界
し.て〉

九@い
で
再
ひ

ア
リ
ク

・
ブ

ハ
の
凱
に
チ
ャ
ガ
タ
イ
の
孫
ア
ル
グ
の
軍
に
加
わ
り
、

@
 

が
ア
ル
グ
に
代
っ
て
ハ

l
ン
位
に
つ
く
の
を
助
け
た
。
イ
ジ
ェ
ル
は
、
パ
ラ
l
ク
の
即
位
式
に
嘗
っ
て
も
、

カ
ラ
チ
ャ
ル
の
子
イ
ジ

ェ
ル
は
、

つ
い
で
ム
パ
!
ラ
ク
・
シ
ャ

l

持

っ
た。

し
か
し
、

パ
ラ

l
ク
の
統
治
時
代
に
、

ハ
l
ン
の
震
に
盃
を
さ
さ
げ

@
 

イ
ジ
ι

ル
は

チ
ャ
ガ
タ
イ
・

ウ
ル
ス
を
去
っ
て
ア
ゼ

ル
パ
イ
ジ

ャ
ン
に
行

っ
た。

パ
ラ
l
ク
の
子
、

ド
ゥ
ワ
の
統
治
時
代
に
は
、

イ
ジ
ェ
ル
の
子、

@
 

イ
ラ
ン
ギ

1
ル
と
ド
ゥ
ワ
の
間
で
先
の
誓
約
書
が
再
更
新
さ
れ
た。

し
か
し
、

こ
の
先
租
達
か
ら
停
え
ら
れ
た
誓
約
書
は
、
オ
ゴ
タ
イ
家
出
身
の
ア
リ

l
・
ス
ル

タ
l
ン
が
チ
ャ
ガ
タ
イ

・
ハ
!
ン
の
イ
ス

@
 

ン
・
テ
ィ
ム

l
ル
に
反
蹴
し
、
ハ

l
ン
の
賓
庫
を
略
奪
し
た
際
に
破
損
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。



さ
て
、
夢
解
き
を
震
端
と
す
る
こ
の
停
承
に
よ
れ
ば
、
先
の
系
譜
に
登
場
し
た
テ
ィ
ム

l
ル
家
の
先
祖
達
は
、

カ
チ
ュ

リ
と
カ
ブ
ル
の
聞
で

と
り
か
わ
さ
れ
た
と
い
う
誓
約
書
の
文
言
に
従
っ
て
、
常
に
チ
ン
ギ
ス

・
ハ
l
ン
家
の
ハ

l
γ
達
を
輔
佐
す
る
き
わ
め
て
重
要
な
地
位
を
保
ち

し
か
も
、
こ

の

「
ウ
イ
グ
ル
文
字
」
で
書
か
れ
、
ト
ゥ

メ
ネ
イ

・ハ

l
ン
の
紅
印
の
捺
さ
れ
た
誓
約
書
は
、
そ
の

つ
づ
け
て
い
た
事
に
な
る
。

後
も
、

チ
ン
ギ
ス

・
ハ
l
ン
と
カ
ラ
チ
ャ
ル
、

ド
ゥ
ワ
と
イ
ラ
ン
ギ
1
ル
の
聞
で
改
め
て
確
認
し
な
お
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。

つ
い
て
は、

は
た
し
て
、
こ
の
停
承
の
停
え
る
如
、雪
事
賓
が
存
在
し
た
の
か
否
か
、

モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
諸
史
料
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
る。

ま
た
系
譜
に
登
場
す
る
人
物
達
が
質
在
の
人
物
達
で
あ
る
か
否
か
に

か
つ
そ
れ
に
つ
い
て
の
文
書
が
作
成
さ
れ
た
と
い
う
記
録

は
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
い
か
な
る
史
料
に
も
見
出
す
事
が
で
き
な
い
。
そ
れ
に
加
え
て
、
テ
ィ
ム

l
ル
の
生
存
中
に
編
纂
さ
れ
た
ニ
ザ
l
ム
・

@
 

ア
ッ
デ
ィ

l
ン
・
シ
ャ

l
ミ
l
Z
F
N
問自
己
己
Z
ω
E
B刊
の

『
勝
利
の
書
』
村
む
な
『

噛
悼
む
さ
む
な
ど
、
テ
ィ
ム

l
ル
朝
最
初
期
の
諸
史
料
に

つ
ま
り
、
停
承
の
中
核
を
篤
す
誓
約
書
の
作
成
と
そ
れ
が
後
世
に
ま
で
及
ぼ
し
た
大
き

き
て
、

ま
ず
誓
約
書
の
問
題
に
つ
い
て
い
え
ば
、

そ
の
よ
う
な
誓
約
が
属
さ
れ
、

こ
れ
に
つ
い
て
の
記
録
は
全
く
見
あ
た
ら
な
い
。

-115-

もな
教
果
に
つ
い
て
の
物
語
は
、
テ
ィ
ム

l
ル
の
裂
後
二
十
年
、
テ
ィ
ム

l
ル
の
子
孫
が
君
臨
す
る
テ
ィ
ム

l
ル
王
朝
の

一
宮
廷
に
お
い
て
編
纂

@
 

さ
れ
た
ヤ
ズ
デ
ィ

l
の
書
に
、
全
く
は
じ
め
て
現
わ
れ
る
も
の
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
こ
の
事
買
は
、

こ
の
停
承
の
中
核
を
魚
す
部
分
が
、

テ
ィ

ム
l
ル
の
裂
後
、
テ
ィ

ム
l
ル
朝
の
宮
廷
に
お
い
て
作
り
出
さ
れ
た
架
空
の
物
語
で
あ
っ
た
事
を
推
定
さ
せ
る
十
分
な
根
擦
と
な
る
。

そ
の
中
に
は
、
若
干
の
史
貫
も
含
ま
れ
て
い

し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
傍
承
及
び
系
譜
の
全
て
が
架
空
の
物
語
で
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。

る
。
例
え
ば
、
す
で
に
シ
ャ

l
ミ
ー
は
、

さ
て
、
彼
〔
H

テ
ィ
ム

l
ル〕

の
高
貴
な
る
家
系
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

強
大
な
る
君
主
チ
ン
ギ
ズ

・
ハ
l
ン
が
息
子
達
に
言
葉
を

下
さ
れ
た
時
、
そ
の
二
男
チ
ャ
ガ
タ
イ
(
彼
は
ヤ
サ
ク
志
田

E
と
か
ヨ
ス
ン
ヨ
一回
ロ
ロ
に
お
い
て
他
の
息
子
達
よ
り
ぬ
き
ん
出
て
い
た
〉

に
特
別
に
眼
を
か
け
、

自
分
の
軍
隊
の
精
鋭
の
中
か
ら

一
圏
を
選
び
輿
え
た
。

か
の
強
大
な
る
君
主
は
、
園
事
、
ヤ
サ
ク
及
び

ヨ
ス
ン
の
掌
握
を
彼
の
知
慧
と
知
識
と
に
委
ね
て
い
た
。

と
れ
が
、

そ
の

一
圏
の
長
が
バ
ル
ラ

ス
部
の
カ
ラ
チ
ャ
ル
で
あ

っ

597 

た
。
そ
し
て
、

と
の



598 

〉
ヨ
可

ω同
一戸

F
O
-
Bロ
〔H
テ
ィ
ム

l
ル
〕
の
偉
大
な
る
祖
先
で
あ
る
。

主
の
先
見
の
明
と
賢
明
な
る
思
慮
と
は
、
時
を
経
て
今
日
に
至
り
明
ら
か
と
な

っ
た。

す
な
わ
ち
、

は
、
不
和
と
混
乱
の
後
に
、
諸
園
に
秩
序
と
統
一
を
も
た
ら
し
、

ア
ミ
l
ル

・
サ
l
ヒ
ブ

・
キ
ラ

l
ン

ア
ミ

l
ル
・
サ

l
ヒ
ブ

・
キ
ラ

l
ン

さ
て

か
の
強
大
な
る
君

チ
ャ
ガ
タ
イ
の
祝
一幅
さ
れ
た
一
族
を
イ
l
ラ
l
ン
と
ト

ゥ
l
ラ
l
ン
の

と
カ、@
、王

あ 園
るに
いお

は い
て

い
や
そ
れ
ば
か
り
か
大
部
分
の
諸
地
域
に
お
い
て
、

王
権
と
王
国
の
所
有
者
た
ら
し
め
た
の
で
あ
っ

た
。

チ
ン
ギ
ズ

・
ハ
1
ン
は
兵
の
分
割
に
首

っ
て
彼

〔H
チ
ャ
カ
タ
イ
〕
に
数
千
人
の
騎
士
を
興
え
た
。

ラ
チ
ャ

ル
で
あ
っ

た
。

こ
れ
が
、
こ
の
ア
ミ

l
ル

・
サ
l
ヒ
ブ

・
キ
ラ
l
ン
の
偉
大
な
る
組
先
で
あ
る
。

@
 

と
辿
べ
て
、
テ
ィ
ム

l
ル
の
祖
先
と
し
て
の
、
パ
ル
ラ
ス
部
の
カ
ラ
チ

ャ
ル
の
名
を
特
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
長
は
バ
ル
ラ
ス
部
出
身
の
カ

こ
の
カ
ラ
チ
ャ
ル
と

そ
の

父
ス
グ
チ
ェ
チ
ェ
ン
に
つ
い
て
は

『
元
朝
秘
史
』
に
も、

ジ
ャ

ム
カ
と
別
れ
た
テ
ム

チ
ン

の
も
と
に
、

パ
ル
ラ
ス
部
か
ら
は
ス
ク

・
セ

チ
ェ
ン

ω
z
c
ω
巾内向ロ

が
、
カ
ラ
チ
ャ

ル

O
R白
何
日
と
い
う
子
供
と
共
に
来
た
。

@
 

と
見
え
、
彼
等
の
父
子
関
係
と
、
創
業
期
の
チ
ン
ギ
ス

・
ハ
l
ン
と
の
交
流
を
う
か
が
う
事
が
で
き
る
。

た
だ
し

ス
グ
チ
ェ
チ

ェ
ン
が
、

EO
 

イ

ス
ゲ
イ

・
パ
ハ

l
ド
ゥ

ル
を
輔
け
て
重
要
な
働
ぎ
を
し
た
と
す
る
の
は
も
と
よ
り
「
体
承
」

の
み
の
侍
え
る
事
質
で
あ
り
、
こ
れ
を
史
買
と
し

て
認
め
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た

「
系
譜
」
及
び
「
体
承
」
は
、

い
う
が
、
ラ
シ

l
ド

・
ア

ッ
デ
ィ

l
ン
の
『
集
史
』

h
b
送
、
ミ
目
吋
s

b
江
主
悼
の
ト
ゥ
メ

ネ

・
ハ
l
ン
紀
は
、

こ
の
ス
グ

チ
L

チ

占
ン
を
エ
ル
デ
ン
チ

・
バ
ル
ラ
の
子
で
あ

っ
た
と

第
三
子
は
カ

チ

品
リ

o
r
rp口
で
、
パ
ル
ラ
ス
部
は
彼
の
一
族
で
あ
る
。
そ
の
長
子
は
エ
ル

J

ア
ン
チ

・
パ
ル
ラ

何
正
何
百
円
吉

∞
2
D
E

で
、
そ
の
長
子
は
ト
ゥ
ダ
ン

叶
口
缶
ロ
、

そ
の
長
子
は
ジ
ョ
チ

エ
百
円
古
〆
、
そ
の
長
子
は
ブ
ル
カ
ン

・
カ
ル
ジ

ヤ
切
U

F

O
山
口

O
と
す

で
、

彼
は
チ
ン
ギ
ス
・
ハ

l
ン
の
諸
子
の
親
族
で
あ

っ
た
。

@
 

と
異
な
っ
た
系
譜
を
牧
録
し
て
お
り
、
ス
グ
チ
ヱ
チ
ム
ン
は
パ
ル
ラ

ス
部
の
長
子
の
系
譜
に
は
登
場
し
な
い
。

の
み
が
右
の
如
く
記
さ
れ
て

い
る
カ
チ

ュ
リ
及
び
エ
ル
〆ア
ン
チ
・

パ
ル

ラ
は
、

『
元
朝
秘
史
」

た
だ
し
、

『
集
史
』
に
そ
の
名

に
も
、

や
は
り
パ
ル
ラ
ス
部
の
租
と
し
て
、



子
と
し
て
見
え
る
ト
ゥ
ダ
ン
は
、

合
出
刺

O
白

P
F
及
び
額
児
黙
園
巴
噌
刺

F
r
s
Z
E
E
-同
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
ヤ
右
の
『
集
史
』
に
、

@
 

『
秘
史
』
の
脱
桑
延
巴
噌
刺
吋

E
qg
∞R
Z
F
に
相
違
な
い
。

エ
ル

d

ア
ン
チ
・

バ
ル
ラ
の

つ
ま
り
、

ス
グ
チ
ェ
チ
ェ
ン
が
、
確
か
に

彼
が
パ
ル

ラ
ス
部
の
首
長
の
一
人
と
し

て
、
即
位
以
前
の
チ
ン
ギ
ス
・
ハ

l
ン
の
軍
勢
に
加
わ

っ
た
事
だ
け
は
、
史
貫
と
し
て
確
定
で
き
る
事
に
な
柄
。

エ
ル
デ
ン
チ
・
バ
ル
ラ
の
子
で
あ

っ
た
事
を
謹
明
す
る
モ
ン
ゴ
ル

時
代
の
史
料
は
存
在
し
な
い
が
、

さ
て
、
こ
こ
で
再
び
カ
ラ
チ
ャ
ル
に
も
ど
る
と

彼
が

一
二

O
六
年、

モ
ン
ゴ
ル
高
原
の
統
一
に

成
功
し
た
チ
ン
ギ
ス
・
ハ

l
ン
に
よ
っ

て
、
九
十
五
功
臣
の
一
人
に
数
え
ら
れ
、

か
つ
ま
た
、
バ
ル
ラ

ス
部
の
千
戸
長
と
し
て
、
そ
の
部
民
と
共
に

チ
ン
ギ

ス
・
ハ

l
ン
の
次
子
チ

ャ

@
 

『
秘
史
』
及
び
『
集
史
』

に
記
述
が
み
ら
れ
る。

た
だ
先
の
「
停
承
」
に
は
、

カ
ラ
チ
ャ
ル
が
、

チ

ガ
タ
イ
に
つ
け
ら
れ
た
事
に
つ
い
て
も
、

ヤ
ガ
タ
イ
・
ウ
ル
ス
に
お
い
て
隻
ぶ
者
の
な
い
絶
封
的
な
擢
威
を
保
有
し
て
い
た
如
く
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
を
明
瞭
に
示
す
モ
ン
ゴ
ル

時
代
の
史
料
は
何
一
つ
蔑
さ
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、

は、

モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
史
料
に
、

チ
ャ
ガ
タ
イ
・
ウ
ル
ス
の

重
要
人
物
と
し
て
登
場
す
る
の

あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

ナ
タ
ン
ズ
ィ

l

Z
同
窓
口
氏

が
、

⑩
 

て
い
る
の
が
き
わ
め
て
興
味
深
い
記
録
で
あ
る
。

チ
ャ
ガ
タ
イ
の
子
カ
ラ
・
フ
ラ
グ
の
治
世
に
つ
い
て
、

チ
ャ
ガ
タ
イ
・
ウ

ル
ス
に
お
い
て
如
何
な
る
立
場
に

次
の
如
く
記
し

-117ー

ハ
パ
シ
ュ
・
ア
ミ

l
ド
但
曲
目
出
印
}
岡
崎
〉
日
正
と
か

マ
フ
ム

l
ド
・
ヤ
ラ
ワ
チ
の
子
マ
ス

l
ド
・
ベ
ク
冨

g
nE
∞
a
pロ
玄
白

σ
s
z

J

へ曲目釦

g
n
r
ら
の
中
央
ア
ジ
ア
出
身
の
人
物
達
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、

カ
ラ
チ
ャ
ル
は
、

〔
カ
ラ
・
フ
ラ
グ
は
〕

ワ
ズ
ィ

I
ル

権

三
N

骨
三
を
ヤ
ラ

ワ
チ
の
子
マ
ス
l
ド
・

ベ
ク
に
委
ね
、

ハ
l
ン
家
内
部
で
の
ア
ミ
l
ル
擢

い目印

H白神

E
H
r
r仰
ロ
刊
，
M
『

F
W
Y
O
仏
を
カ
ラ
チ
ャ
ル
・
ノ
ヤ
ン

に
興
え
た
。

つ
ま
り
、

と
の
記
述
に
よ
れ
ば
、

チ
ャ
ガ
タ
イ
・
ウ
ル
ス
内
で
の
カ
ラ
チ
ャ
ル
の
立
場
は、

あ
く
ま
で
ハ

l
ン
家
内
部
の
諸
問
題
の
み
を
と

り
扱
う
、
い
わ
ば
「
王
侍
」
の
立
場
で
あ
り
、
ウ
ル
ス
全
佳
の
行
政
・
財
務
等
を
と
り
扱
う
ワ
ズ
ィ

l
ル
と
し
て
の
権
限
は
、

身
の
行
政
官
の
手
中
に
握
ら
れ
て
い
た
事
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、

中
央
ア
ジ
ア
出

「誓
約
書
」
の
文
言
に
従
っ
て
、

ウ
ル
ス
内
の
行
政
・

軍
事
の
全
擢
を
委
ね

カ
ラ
チ

ャ
ル
の
名
が
、
す
で
に
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ら
れ
て
い
た
と
す
る
「
停
承
」
の
記
述
は
、
も
と
よ
り
誇
張
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
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シ
ャ
l
ミ
ー
に
も
テ
ィ
ム

l
ル
の
祖
先
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
所
か
ら
考
え
れ
ば
、
テ
ィ
ム

l
ル
の
在
世
中
か
ら
、

カ
ラ
チ
ャ
ル
が
そ
の
祖

先
と
考
え
ら
れ
て
い
た
事
は
、

ま
ず
間
違
い
が
な
い
で
あ
ろ
う
。

事
を
誼
明
し
た
の
は
、

さ
て
「
系
譜
」
及
び
「
停
承
」
に
よ
る
と
、
と
の
カ
ラ
チ
ャ
ル
に
イ
ジ
ェ
ル
と
い
う
子
が
あ
っ
た
と
い
う
。

そ
し
て
、
こ
れ
が
史
買
で
あ
る

@
 

ト
ル
コ
の
ト
ガ
ン
の
功
績
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
ト
ガ
ン
は
、

ラ
シ

l
ド
の
『
集
史
』
の
諸
完
本
に
、

こ
の
部
族
〔
H

パ
ル
ラ
ス
部
〕
出
身
の
二
人
の
高
名
な
ア
ミ
l
ル
が
、

テ
ギ
」
デ
ル

叶巾
m
C
L
2
〔H
チ
ャ
ガ
タ
イ
・
ハ

l
ン
の
パ
ラ
ク

切

2
2
の
兄
弟
〕

と
共
に
こ
の
園
〔
H

イ
ル
・
ハ

l
ン
園
〕
に
来
て
い
た
。
彼
等
の
名
は
:
:
:
と
コ

ク
チ
ュ

・
パ
ハ

l
ド
ゥ
ル
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
コ
ク
チ
ュ
・
バ
ハ

l
ド
ゥ
ル
は
知
慧
と
才
能
と
有
鼎
と
で
ほ
ま
れ
高
か
っ
た
。

@
 

と
か
、
ま
た
チ
ャ
ガ
タ
イ
に
興
え
ら
れ
た
四
千
人
の
部
民
の
内
容
を
述
べ
た
所
で
、

し
て
ア
バ

カ

・
ハ
l
ン
に
仕
え
た
。

パ
ル
ラ
タ
イ

・
カ
ラ
チ
ャ
ル
の
千
戸
。
彼
は
パ
ル
ラ
ス
部
の
出
身
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
の
息
子
達
〔
の
一

人
〕
は
、

ア
バ
カ
は
彼
を
寵
愛
し
た
。

テ
ギ
A

デ
ル
・
オ
グ
ル
と
共
に

遊
牧
し
て

い
た
。
彼
の
名
は
:
:
:
で
あ

大
ア
ミ
l
ル
と

-118ー

る

⑬
 

と
か
記
さ
れ
た
部
分
の
。
フ
ラ
ン
ク
の
部
分
(
「
:
:
:
」
で
示
し
て
あ
る
)
に
、

「イ
ジ
ェ
ル

・
ノ
ヤ
ン
し

⑬
 

ン
ブ
l
ル
の
ト
プ
カ
プ

・
サ
ラ
イ
園
書
館
所
臓
の
『
集
史
』
の
古
寓
本
に
よ
っ
て
確
定
す
る
事
に
成
功
し
た
。
従

っ
て
、

の
名
を
お
ぎ
な
う
べ
ぎ
事
を
、

イ
ス
タ

カ
ラ
チ
ャ
ル
の
子
イ

ジ
エ
ル
が
、

「俸
承
」
の
述
べ
る
如
く
チ
ャ
ガ
タ
イ

・
ウ
ル
ス
を
去
っ
て
、

イ
ル

・
ハ
l
ン
園
の
領
内
で
活
躍
し
た
事
は
、
史
寅
と
し
て
確
定

で
ぎ
る
事
に
な
る
。

た
だ
し
、
彼
の
チ
ャ
ガ
タ
イ
・
ウ
ル
ス
内
で
の

「
俸
承
」
の
惇
え
る
如
き
活
躍
ぶ
り
を
傍
誼
す
る
モ
ン
ゴ

ル
時
代
の
史

料
は
、
何
一
つ
蔑
さ
れ
て
い
な
い
。

き
て
、

「系
譜
」
及
び

「
博
承
」
に
よ
る
と
、
と
の
イ
ジ
ェ
ル
の
子
が
イ
ラ
ン
ギ
i
ル
と
い
う
者
で
、
彼
と
ド
ゥ
ワ
と
の
間
で
、
「
誓
約
書
」

が
更
新
さ
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
人
物
の
活
動
を
繍
聞
え
る
史
料
は
、
他
に
は
全
く
存
在
し
な
い
。
そ
し
て
、
ζ

の
貫
在
す
ら
確
定
で
き

ぬ
人
物
の
子
が
ポ
ル
ギ
ュ
ル
で
、
こ
れ
が
す
な
わ
ち
テ
ィ
ム

l
ル
の
祖
父
に
嘗
る
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
ポ
ル
ギ
品

ル
に
つ
い
て
も
、
ャ



ズ
デ
ィ

l
及
び
そ
の
系
統
の
史
料
以
外
に
、

そ
の
活
動
を
俸
与
え
る
史
料
は
全
く
存
在
し
な
い
。
「
系
譜
」
及
び
「
俸
承
」
に
、
テ
ィ

ム
l
ル
の
祖
父
及
び
曾
祖
父
と
し
て
登
場
す
る
二
人
の
人
物
は
、
と
の
架
空
の
物
語
を
含
む
惇
承
の
中
に
し
か
、

つ
ま
り
、

そ
の
寅
在
性
を
誼
明
す
る
手

だ
て
を
持
た
な
い
事
に
な
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
テ
ィ
ム

l
ル
の
祖
父
の
名
を
、

9
 

史
料
も
あ
る
。

ボ
ル
ギ
占
ル
で
は
な
く
、

ア
パ
ガ
イ
〉
ゲ
回
m
y
訟

と
俸
え
る

こ
の
様
に
見
て
来
る
と
、
テ
ィ
ム

l
ル
の
曾
祖
父
及
び
祖
父
と
し
て、

イ
ラ

γ
ギ
l
ル
と
ボ
ル
ギ
品

ル
を
他
の
史
料
に
よ

っ
て
確
定
す
る
事

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
不
可
能
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
の
ボ
ル
ギ
占

ル
に

つ
い
て
、

ヤ
ズ
デ
ィ

ー
が

「
序
章
」

の
中
で
、

彼
〔
H

イ
ラ
ン
ギ

l
ル〕

か
ら
一
人
の
息
子
が
蔑
さ
れ
た
。

〉
ヨ
トせ

国
曲
目

曲

g"@ボ

ノレ

2て
モル

と
い
う

名
で
あ
る

彼
に
は
二
人
の
息
子
が
あ

っ
た
。

ア

ー
ル
・
タ
ラ
ガ
イ
と
ア
ミ
l
ル
・
ハ
ス
タ
パ

ア
ミ
l
ル
・
タ
ラ
ガ
イ
は
サ
l
ヒ
ブ

・
キ
ラ
l
ン
陛
下
の

父
で
あ
る
。

と
そ
の
名
の
み
を
挙
げ
て
、

@
 

そ
の
活
動
に
つ
い
て
何
も
述
べ
て
い
な
い
の
も
、
特
記
す
べ
き
事
柄
が
何
も
な
か

っ
た
事
情
の
反
映
で
は
な
か
ろ

-119-

ミ

0

ぅ
カこ

れ
に
劃
し
て
、

ほ
と
ん
ど
全
ゆ
る
史
料
に
よ
っ
て
テ
ィ
ム

l
ル
の
父
と
し
て
確
定
し
う
る
タ
ラ
ガ
イ
に

つ
い
て
、
ヤ
ズ
デ
ィ
ー
は
先
の
記

事
に
つ
.
つ
け
て
、

ア
ミ
l
ル
・
タ
ラ
ガ
イ
の
全
て
の
注
意
は
、

ム
ス
リ
ム

の
道
の
強
化
・
向
上
と
、

ム
ス
リ
ム
ら
の
保
護

・
愛
育
に
む
け
ら
れ
た
。
政
治

の
庭
を
閉
じ
て
、
準
者
と
の
交
り
に
む
か
い
、
彼
の
高
め
ら
れ
た
集
い
は
、
敬
度
な
人
々
や
、

@
 

と
述
べ
、
彼
が
政
界
よ
り
引
退
し
て
、
も

つ
ば
ら
皐
者
達
と
の
交
わ
り
ゃ
、
敬
度
な
ム

ス
リ
ム
と
し
て
の
宗
数
的
生
活
に
専
念
し
て
い
た
事
情

を
説
明
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
ヤ
ズ
デ
ィ
ー
は
、
『
勝
利
の
書
』
の
本
章
の
最
終
章
で
、

ダ
ル
ヴ
ィ
シ
ご
達
の
集
り
で
あ
っ
た
。
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の
矢
ア
ミ
l
ル
・
タ
ラ
ガ
イ
と
、
祖
父
ア
ミ

l
ル
・
ボ
ル
ギ

占
ル
は
、
特
別
の
ウ
ル
ス
及
び
高
戸
己
宮

@
 

s
z
s
g
-
-
r
E羽
田
〔
H
パ

ル

ラ

ス

部

〕

統

治

擢

と

首

長

擢

を

放

棄
し
て
、

か
の
陛
下
〔
H

テ
ィ
ム

l
ル〕

の
祭
器
あ
る
ア
ミ

l
ル
擢
と
支
配
擢
、

そ
れ
を
い
と
こ
達



602 

と

述
べ@2L

口
出。

、〈

血

g 
PlI 

5 
に

委
譲
し
て
し、

Tこ。

タ
ラ
ガ
イ
の
み
な
ら
ず
、

ボ
ル
ギ

占
ル
も
ま
た
政
治
生
活
よ
り
引
退
し
て
い
た
か
の
如
く
に
記
す
。

し
か
し

お
そ
ら
く
こ
れ
は
、

タ
ラ
ガ
イ
の
生
活
ぶ
り
を
、

そ
の
父
親
の
代
ま
で
引
ぎ
の
ば
し
た
記
述
に
し
か
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
ま
た
、
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、

タ

ラ
カ
イ
は
、

楽
器
あ
る
パ
ル

ラ
ス
部
の
首
長
と
し
て

の
地
位
を
つ
ぐ
権
利
を
所
有
す
る
有
力
者
で
あ
っ
た
事
に
な
る
。

し
か
し
、

そ
の
様
な
事

買
は

シ
ャ

l
ミ
!
な
と
テ

ィ
ム

l
ル
朝
最
初
期
の
歴
史
家
達
に
よ

っ
て
は
全
く
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

従

っ
て、

ヤ
ズ
デ
ィ
!
の
テ

ィ
ム

|

ル
の
祖
先
達
に
つ

い
て
の
誇
張
し
た
記
述
の
様
式
か
ら
考
え
れ
ば

こ
れ
ま
た
、
事
質
と
相
違
す
る
、
誇
張
さ
れ
た
記
述
で
あ
る
可
能
性
が
強

ぃ
。
現
在
の
と
こ
ろ
タ
ラ
ガ
イ
に
つ
い
て
い
え
る
事
は
、

彼
が
チ
ャ
カ
タ
イ

・
ウ
ル
ス
内
で
、
ほ
と
ん
ど
重
要
な
政
治
的
役
割
を
演
ず
る
事
な

く
、
も
つ
ば
ら
一
私
人
と
し
て
敬
度
な
ム
ス
リ
ム
と
し
て
の
生
活
を
迭
っ
て
い
た
と
い
う
事
の
み
で
あ
ろ
う
。

こ
の
事
情
は
、

テ
ィ
ム

l
ル
の
祖
父
及
び
曾
祖
父
の
時
代
に
お
い

て
も
お
そ
ら
く
同
様
で
あ
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
先
に
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見
た
如
く
、
系
譜
に
登
場
す
る
人
物
達
の
内
、
テ
ィ
ム

l
ル
よ
り
遠
く
は
な
れ
た
カ
チ

ュ
リ
よ
り
イ
ジ
ェ

ル
に
至
る
五
世
代
の
人
物
達
は
、
そ

れ
ぞ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
歴
史
書
に
残
る
何
ら
か
の
働
き
を
し
て
来
た
人
物
達
で
あ

っ
た
。
そ
れ
に
劃
し
て
、
彼
ら
よ
り
テ
ィ
ム

l
ル
に

近
い
世
代
に
属
す
る
イ
ラ
ン
ギ
l
ル
と
ボ
ル
ギ

ュ
ル
は
、
そ
の
同
時
代
の
史
料
に
全
く
姿
を
現
わ
さ
な
い
。

そ
れ
の
み
で
な
く
、
テ
ィ
ム

l
ル

に
よ
り
近
い
世
代
の
人
物
達
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
等
に
つ
い
て
の
記
述
は
、

か
の

「
侍
承
」
の
中
で
す
ら
か
え
っ

て
遠
い
世
代
の
人

物
達
の
そ
れ
よ
り
も
お
ぼ
ろ
げ
に
す
ら
み
え
る
。
こ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
彼
等
の
世
代
に
至

っ
て
、
テ
ィ
ム
l
ル
の
租
先
達
が
チ
ャ
ガ
タ

イ

・
ウ
ル
ス
内
で
の
昔
日
の
重
要
な
地
位
を
失
っ
て
い
た
事
を
意
味
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
テ
ィ
ム

l
ル
の
祖
父
が
、
ボ
ル
ギ
ュ
ル

で
は

な
く
ア
パ
ガ
イ
と
呼
ば
れ
た
に
し
て
も
、
事
情
は
全
く
同
じ
で
あ

っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

要
す
る
に
、

テ
ィ

ム
l
ル
は
、
遠
い
租
先
は
と
も
か

く
と
し
て
、
そ
の
近
い
祖
先
ら
の
中
に
は
さ
し
た
る
働
き
を
し
た
人
物
達
を
全
く
持
た
な
か

っ
た
事
に
な
る。

っ
た
が
、

さ
て
以
上
は
、
も
つ
ば
ら
テ
ィ

ム
l
ル
朝
の
宮
廷
史
料
と
、

こ
こ
で
眼
を
鱒
じ
て
、
テ
ィ
ム
l
ル
と
直
接
面
識
の
あ
る
四
人
の
外
園
人
達
の
、

モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
史
料
に
よ

っ
て
テ
ィ
ム

l
ル
の

出
自
を
め
ぐ
る
問
題
を
取
扱

こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
記
録
を
紹
介
し
た
い
。



ま
ず
、

ス
ペ
イ
ン
の
使
節
ク
ラ
ビ
ホ

p
q
c
g
N丘
宮
内
山
由

(UE三
万
の
記
録
を
紹
介
す
る
。

ク
ラ
ビ
ホ
は
、

ス
ペ

イ
ン
の
エ

ン
リ
ケ
三
世

の
使
節
と
し
て
、

一
回

O
三
年
五
月
二
十
三
日
、

サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
港
を
出
設
、

一
四

O
四
年
九
月
八
日
、

サ
マ
ル
カ
ン

ド
に
お
い

て
テ

ィ
ム

サ
ン

・
ル
I
カ
ル
港
に
蹄
着
し
た
。
そ
し
て
開
園
後
に
、

@
 

大
な
る
タ
モ

ル
ラ
ン
の
生
涯
と
所
業
』
を
著
し
た
。
こ
の
書
の
中
で
ク
ラ
ビ
ホ
は
、

ー
ル
に
禽
見
し

一
四

O
六
年
三
月
七
日

そ
の
旗
行
中
の
見
聞
を
ま
と
め
て

『
偉

テ
ィ
ム
|
ル
の
出
自
と
青
年
時
代
に
ふ
れ
て

し
か
し

タ
ム
ル
ベ
ク

g
g
g吋

σ
2
5
の
父
は
、

こ
の
チ
ャ
カ
タ
イ
族

に
血
の
つ
な
が
る
良
家
の
出
で
あ

っ
た
が
、

一一一
J
四
人
の
騎

土
を
持
つ
の
み
の
小
身
で
あ
っ
た
。
彼
は
こ
の
町
〔
H

ケ
シ
ニ

の
は
ず
れ
の
村
に
暮
ら
し
て
い
た
。

彼
の
如
く
良
家
の
者
は
、
村
と
か

彼
も
は
じ
め
は
、
そ
の
手
も

草
原
に
暮
ら
す
の
を
好
み
、
町
に
住
む
の
を
好
ま
な
か
っ
た
。
彼
の
息
子
も
同
様
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
、

と
に
四
J
五
~
の
騎
士
し
か
持

っ
て
い
な
か

っ
た
。
〔中
略
〕
そ
し
て
、
こ

の
四
J
五
人
と
共
に
、

あ
る
日
は
羊
を
、

あ
る
日
は
牛
を
と
、

-121ー

必
ず
そ
の
地
方
で
盗
ん
で
い
た
と
い
う
。

@
 

と
い
い
、
テ
ィ
ム

l
ル
が
チ
ャ
ガ
タ
イ
族
の
出
身
で
は
あ
る
が
、

は
じ
め
は
、

四
J
五
人
の
部
下
と
共
に
附
近
の
家
畜
の
、盗
み
に
従
事
し
て

い

さ
ら
に
つ
づ
け
て
、
彼
が
や
が
て
三
百
人
ほ
ど
の
騎
土
を
従
え
て
、
諸
地
域
で
略
奪
に
従
事
し
、

と
共
に
イ
ラ
ン
の
シ

i
ス
タ
ー
ン
に
羊
や
馬
を
略
奪
に
出
か
け
た
際
に
、

@
 

右
手
の
小
指
と
次
の
指
を
も
失

っ
た
と
述
べ

る。

た
事
を
俸
え
、

つ
い
で
五
百
人
ほ
ど
の
騎
士

シ
ー
ス
タ
ー
ン
人
の
攻
撃
に
あ

っ
て
生
涯
の
肢
者
と
な
り
、
同
時
に

ク
ラ
ビ
ホ
が
そ
の
放
行
記
の
中
で
チ
ャ
ガ
タ
イ
族
と
呼
ぶ
の
は
、

チ
ャ
ガ
タ
イ

・
ハ
1
ン
と
共
に
モ
ン
ゴ
リ
ア
よ
り
中
央
ア
ジ
ア
に
移
住

し
、
や
が
て
ト
ル

コ
化
し
た
モ
ン
ゴ
ル
人
達
、
す
な
わ
ち
本
来
の

チ
ャ
ガ
タ
イ
族
の
他
に、

チ
ャ
ガ
タ
イ
の
袈
後
、

新
た
に
チ
ャ
ガ
タ
イ
・

ウ

ル
ス
の
構
成
分
子
と
し
て
加
入
し
た
モ
ン
ゴ
ル
人
達
、

さ
ら
に
、

こ
れ
ら
の
人
々
の
持

っ
た
社
舎
的
優
越
性
の
故
に
、
自
ら
チ
ャ
ガ
タ
イ
族
を

603 

稿
す
る
に
至
っ
た
中
央
ア
ジ
ア
の
ト
ル
コ
人
達
を
も
含
む
。
つ
ま
り
、

ク
ラ
ビ
ホ
は
、
同
じ
チ
ャ

カ
タ
イ
族
と
は
い

っ
て
も
、

そ
の
来
歴
か
ら
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@
 

す
る
と
、
嘗
時
三
つ
の
グ
ル
ー
プ

が
存
在
し
た
事
を
記
録
し
て
い
る
。

@
 

の
内
の
第
一
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
者
逮
の
事
で
あ
っ
た
。

ク
ラ
ビ
ホ
が
テ
ィ
ム

l
ル
に
つ
い
て
述
べ
る
チ
ャ
ガ
タ
イ
族
と
は
、、F
L 

従
っ
て
、

ク
ラ
ビ

ホ
に
よ
れ
ば
、
テ
ィ
ム
1

ル
は
明
ら
か
に
、

か
つ
て
チ
ャ
ガ
タ
イ

・
ハ
l
γ

に
従
っ
て
中
央
ア
ジ
ア
に
移
住
し
た
モ
ン
ゴ

ル
人
の
子
孫
で
は
あ
っ
た
が
、

そ
の
父
も
、

ま
た
彼
自
身
も
、
ご
く
少
数
の
部
下
し
か
持
た
ず
、

そ
の
た
め
彼
自
身
は
は
じ
め
盗
み
に
よ
っ
て

生
計
を
維
持
し
て
い
た
事
に
な
る
。

一
四

O
三
年
五
月
に
、
テ
ィ
ム

l
ル
の
フ
ラ
ン
ス
王
シ
ャ
ル
ル
六
世
あ
て

の
書
簡
を
た
ず
さ
え
て
パ
り
の
宮
廷
に
到
着
し
、

同
時
に
、
中
世
フ

ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
た
テ

ィ
ム
l
ル
に
闘
す
る
『
記
録
』
〉
尽
き
3
2
を
残
し
た

イ
タ
リ
ア
人
ジ
ャ
ン

】
g
ロ

の
記
述
に
も

見
ら
れ
旬
。
こ
の
ジ
ャ
ン
な
る
人
物
は
、
ド
ミ

一コ
舎
一説
敬
老
兄
弟
園

2
r
L
a
pp5
1
n
Z
C吋
印
の
僧
侶
で
、
ア
ル
メ
ニ
ア
の

ナ
フ

チ

品
ワ

l
ン

Z
白
「
宮

Y
5凶
ロ
に
あ
っ
た
数
圏
の
司
数
の
職
を
経
て
、

@
 

大
司
数
の
地
位
に
つ
い
て
い
た
人
物
で
あ
る
。

@
 

彼
は
、
そ
の
『
記
録
』
の
中
で
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

と
の
事
買
は
、

一
三
九
八
年
か
ら
、

イ
ラ
ン
の
ス
ル

タ
l
ニ
l
ヤ

ω
z
-
S
E可
国
で
数
圏
の

-122-

こ
の
君
主
〔
H

テ
ミ
ル
・

ベ
イ
、
H

，
m
g
w
∞ミ〕

は
は
じ
め
は
低
い
地
位
の
者
で
、
名
護
も
な
く
、

部
下
と
し
て
は
十
人
し
か
持

っ
て
い

な
か
っ
た
。
彼
は
、
よ

い
血
す
じ
の
一
族
の
出
身
で
は
あ
っ
た
が
。

き
て
彼
の
青
年
時
代
に
は
、
そ
の
賢
さ
と
悪
知
慧
と
で
、
自
分
の
配
下
に
七
人
の
他
の
若
者
達
を
持
っ
て
い
た
。

そ
し
て
専
制
者
的
な

や
り
方
で
、
繁
築
へ
の
道
を
歩
み
始
め
た
。
家
畜
そ
の
他
を
略
奪

・
強
奪
す
る
盗
賊
行
魚
に
よ
っ
て
勢
力
を
増
し
、
や
が
て
そ
の
ま
わ
り

そ
れ
か
ら
は
馬
や
家
畜
、
城
や
土
地
を
略
奪

・
強
奪
し
は
じ
め
た
と
い
う
。

仲
間
の
間
で
非
常
に
勢
力
を
増
し
、

や
が
て
力
ず
く
で
避
難
の
た
め
の
城
を
手
に
入
れ
て
、

日
に
日
に
城
や
村
や
土
地
で
勢
力
を
増
大
し
た
。

に
は
四
十
人
の
仲
間
が
で
き
、

そ
し
て
、
こ
の
様
に
し
て
、

そ
こ
に
全
て
の
掠
奪
品
や
盗
品
を
置
い
た
。

そ
し
て
、

ま
た
彼
は
、



彼
の
出
自
に
つ
い
て
い
え
ば
、
彼
は
東
部
の
タ
ル
タ

ル
人
で
、

@
 

と
述
べ
る
。

ジ

ャ
ン
も
ま
た
、
テ

ィ
ム

l
ル
が、

そ
の
民
は
ヨ
カ
テ

H
O
B
Z
〔H
チ
ャ
ガ
タ
イ〕

と
呼
ば
れ
る
。

つ
ま
り
、

チ
ャ
ガ
タ
イ
族
の
出
身
で
は
あ
っ

た
が
、

青
年
時
代
に
は
、
も
つ
ば
ら
盗
賊
と
し

て
の
生
活
を
迭

っ
て
い
た
事
を
記
録
し
て
い
る
。

一方、

一
四

O
一
年
の
テ
ィ
ム

l
ル
の
ダ

マ
ス

カ
ス
攻
撃
の
際
に
、
母
、
兄
弟
と
共
に
テ

ィ
ム

l
ル
軍
の
捕
虞
と
な
り
、

サ
マ
ル
カ
ン
ド
で

少
年
時
代
を
す
ご
し
た
後
、
ク
リ
ミ
ア
を
経
て

エ
デ
ィ

ル
ネ

開
缶
百
四
に
来
た
り
、

オ
ス
マ
ン
朝
の
ス

ル
タ
ン

・
メ
フ
メ
ト
一
世
に
仕
え
、

つ

こ
の
地
で
『
テ
ィ
ム

l
ル
の
生
涯
に
お
け
る
運
命
の
不
思
議
』

@
 

長
し
九
む
い
宅
守
ミ
・
さ
b
Q
h
刊を、」
3
N
b
b
E
削
司
、
吋
刊
さ
帆
々
を
著
わ
し
た
イ
ブ
ン

・
ア
ラ
ブ

シ
ャ

l
Fロ

a

〉

g
g
z
r
は
、
前
述
の
如
く
テ
ィ
ム

1
ル
が

ア
パ
ガ
イ
〉
ゲ
国
間
一
r自
の
子
タ
ラ
ガ
イ
、
円
白
g
m
r自
の
子
と
し
て
、
ケ
シ
ュ
の
町
に
近
い
ホ
1
ジ
ャ
・
イ

ル
ガ
ル
穴
F
者
同
守
口

m
r骨
の
村
で

@
 

生
ま
れ
た
と
い
う
貴
重
な
記
述
を
残
す
と
同
時
に
、
テ
ィ
ム

l
ル
と
テ
ィ
ム

l
ル
の
父
が
、
理
性
も
宗
教
も
持
た
ぬ
遊
牧
民
で
あ

っ
た
と
か
、

テ
ィ
ム

l
ル
の
父
が
非
常
に
ま
ず
し
い
靴
屋
で
、

テ
ィ
ム

1
ル
自
身
も
、
き
わ
め
て
ま
ず
し
く
、
そ
の
震
に
盗
み
を
働
き
、
こ
の
盗
み
の
際
に

番
人
の
射
た
矢
を
肩
と
啓
部
に
受
け
、
そ
の
結
果
、
彼
は
貧
困
に
加
え
て
、
身
瞳
的
な
障
害
を
も
持
つ
に
至

っ
た
の
で
あ
る
と
か
、
そ
う
で
は

い
で
故
郷
に
開
っ
て
こ
こ
に
し
ば
ら
く
滞
在
し
た
後
、

カ
イ
ロ
に
移
住
し
、
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な
く
て
、
彼
の
父
は
ス
ル
タ
ン

〔H
ス
ル
タ
l
ン
・
フ
サ
イ
ン
〕

@
 

l
ル
の
出
自
に
関
す
る
諸
説
を
述
べ
た
後
に
、

の
も
と
で
ア
ミ
l
ル
と
し
て
賢
さ
と
知
慧
と
で
有
名
で
あ
っ
た
と
か
の

テ
ィ

最
も
確
か
な
の
は
、
前
述
の
彼
〔
H

テ
ィ
ム

l
ル
〕
の
父
タ
ラ
ガ
イ
は、

ス
ル
タ
ン
の
宮
廷
の
高
官
の
一
人
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
私
は
、

『
ム
ン
タ
ハ
ブ
』
ミ

SHass
と
い
う
ベ
ル

シ
ア
語
の
歴
史
書
の

「
附
録
」

pa-
-ー
こ
の
書
は
創
世
よ
り
テ
ィ
ム

l
ル
の
時
代
ま

で
を
扱
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
す
ば
ら
し
い
事
で
あ
る
||

の
中
で
、
テ
ィ
ム

l
ル
の
系
譜
が
、
悪
魔
の
わ
な
た
る
女
性
達
を
逼
じ
て
ジ
ン

ギ
1
ズ
・

ハ
l
ン
に
ま
で
連
な
っ
て
い
る
の
を
見
た
。
彼
は
、

際
、
王
達
の
娘
達
と
結
婚
し
た
。
そ
れ
で
人
々
は
、
彼
の
名
に
キ
品
レ
ゲ
ン
と
い
う
稽
競
を
加
え
た
。

マ
l

・
ワ

ラ
l

・
ア
ン
ナ
フ
ル
を
征
服
し

同
等
者
達
の
上
位
に
位
し
た

と
れ
は

モ
グ
l
ル
語
で
女
婿
を
意

605 

味
す
る
。
彼
は
王
達
の
親
族
と
な
っ
た
の
で
、
彼
等
の
宮
廷
で
権
力
と
地
位
を
得
る
事
に
な
っ
た
。
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@
 

と
い
う
。

@
 

イ
ブ
ン
・
ア

ラ
ブ
シ
ャ

ー
が
見
た
と
い
う
ベ
ル
シ
ア
語
の
歴
史
書
の
附
録
が
、
何
を
指
す
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

彼
が
「
最
も
確
か

な
」
事
と
し
て
述
べ
る
父
タ
ラ
ガ
イ
に
つ
い
て
の
記
迅
は
、
先
の
宮
廷
史
家
ヤ
ズ
デ
ィ
l
の
記
す
政
治
生
活
か
ら
の
引
退
者
と
し
て
の
タ
ラ
ガ

イ
の
像
と
は
一
致
せ
ず
、
む
し
ろ
、
彼
が
、
テ
ィ
ム

l
ル
自
身
に
つ
い
て
、
き
わ
め
て
貧
し
く
、
そ
の
魚
に
盗
み
を
働
き
、
そ
れ
に
よ

っ
て
終

@
 

こ
の
書
物
の
別
の
箇
所
で

よ
り
貴
重
な
報
道
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

彼
は
ま
た
、

世
の
傷
を
受
け
る
に
至
っ
た
と
す
る
記
述
の
方
が
、

は
、
テ
ィ
ム

l
ル
が

シ
l
ス
タ
ー
ン
で

羊
を
盗
も
う
と
し
て
、
羊
飼
の
射
た
矢
を
そ
の
太
も
も
と
一
肩
に
受
け
、
以
後
そ
の
身
鐙
に
障
害
を
せ
お

う
に
至
っ
た
と
い
う
傍
聞
を
も
記
録
し
て
い
る
。
と
の
記
録
は
、
先
の
ク
ラ
ビ

ホ
の
記
述
と
も

一
致
し
、
テ
ィ
ム

l
ル
の
身
践
障
害
の
原
因
に

閲
す
る
良
相
を
侮
え
た
も
の
と
み
な
す
事
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
テ

ィ
ム
l
ル
が
、
そ
の
政
権
獲
得
以
前
に
、

盗
賊
園
の
首
領
を
し
て
い
た
と

@
 

ア
ル
メ
ニ
ア
人
ト

l
マ
ス
斗
r
o
B
S
含
冨
包
N
O
℃
「
の
残
し
た
テ
ィ

ム
1
ル
俸
に
も
明
瞭
に
停
え
ら
れ
て
い
る
。

い
う
記
鋒
はイ

ス
ラ
ム
世
界
の
生
ん
だ
最
大
の
思
想
家
イ
ブ
ン

・
ハ
ル
ド
ゥ

l
ン

巨
ロ
穴

Z
E
Dロ
も
、

@
 

記
録
を
残
し
て
い
る
。

一
方、

ま
た
テ
ィ
ム

l
ル
に
闘
す
る
直
接
的
な

一
四

O
一
年
一

月
、
ダ
マ
ス
カ
ス
に
お
け
る
彼
と
テ
ィ
ム
l

ル
と
の
舎
見
は

テ
ィ

ム
l
ル
の
生
涯
を
彩
る
最
も
劇
的

-124ー

な

一
場
面
で
あ

っ
た
。
イ
ブ
ン
・
ハ

ル
ド
ゥ
l
ン
は
テ
ィ
ム

l
ル
と
合
同
見
す
る
以
前
か
ら
、

こ
の
東
方
に
出
現
し
た
征
服
者
に
な
み
な
み
な
ら

ぬ
開
心
を
ょ
せ
、
カ
イ
ロ
に
到
着
す
る
商
人
達
か
ら
彼
に
閲
す
る
博
聞
を
細
大
も
ら
さ
ず
蒐
集
し、

ル
侍
」
を
書
き
上
げ
て
い
た
と
い
う
。
も
っ

と
も
、
こ
の
侍
記
は
、

そ
れ
に
も
と
.つ

い
て
一
巻
の

「
テ
ィ
ム
l

あ
く
ま
で
停
閣
の
み
に
も
と
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
中
に
多

く
の
誤
り
を
含
む
事
を
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
1

ン
自
身
が
自
究
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
彼
は
テ
ィ
ム

l
ル
と
曾
見
し
た
際
に
、
こ
の
侍

記
を
テ
ィ
ム

l
ル
の
面
前
で
読
み
上
げ
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
誤
り
を
、

テ
ィ
ム

l
ル
自
身
に
訂
正
し
て
も
ら
う
機
舎
を
も
得
た
と
い
同。

そ

し
て
、
彼
が
か
く
も
絶
大
の
闘
心
を
テ
ィ
ム
l

ル
に
寄
せ
た
理
由
は
、
彼
の
歴
史
理
論
の
中
核
を
な
す
「
連
帯
的
忠
誠
心
L

〆
沼
ゲ
ミ
ヨ

に
も
と

⑮
 

づ
く
新
王
朝
の
誕
生
を
、
テ
ィ
ム

l
ル
と
そ
の
ひ
き
い
る
チ
ャ
ガ
タ
イ
族
の
中
に
見
出
だ
そ
う
と
し
て
い
た
か
ら
に
他
な
る
ま
い
。

き
て
、
イ
ブ
ン

・
ハ
ル
ド
ゥ

l
ン
は
、
テ
ィ
ム

l
ル
の
父
の
名
が
タ
ラ
ガ
イ
で
、

冊
以

た
。
さ
ら
に

ハ
ル
ド
ゥ

l
ン
は
、

テ
ィ
ム

l
ル
自
ら
が
、
自
分
は
君
主
で
は
な
く
、

ま
た
彼
が

チ
ャ
ガ
タ
イ
族
の
出
身
で
あ
る
事
を
知
っ
て
い

あ
く
ま
で
そ
の
代
理
人
に
し
か
す
ぎ
な
い
事
、
さ
ら
に
ま



@
 

た
婚
姻
を
通
じ
て
の
君
主
達
の
親
族
に
し
か
す
ぎ
な
い
事
を
述
べ
た
と
記
録
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
テ
ィ
ム

l
ル
が
イ
ブ

ン

・
ハ
ル
ド
ゥ

l
ン
に
む
か
つ
て
こ
と
さ
ら
自
ら
の
家
系
を
誇

っ
た
事
も
な
く
、

た
だ
彼
に
自
ら
の
置
か
れ
て
い
る
立
場
を
正
確
に
語
り
惇
え

ょ
う
と
し
た
の
み
で
あ
る
事
が
わ
か
る
。

ま
ず
テ
ィ
ム

l
ル
が
、
も
と
も
と
は
チ
ャ
ガ
タ
イ
族
の
、

身
者
で
あ

っ
た
事
を
謹
言
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
謹
言
は
、
先
の
テ
ィ
ム

l
ル
家
の
系
譜
の
信
恵
性
を
、
消
極
的
に
で
は
あ
れ
、
支
持
す
る

き
て
、
以
上
の
外
園
人
達
の
記
録
は
、

し
か
も

「
良
家
」

「
よ
い
血
す
じ
」
の
出

も
の
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
先
の
系
譜
そ
の
も
の
の
中
に
何
ら
明
瞭
な
内
的
依
陥
を
護
見
で
き
な
い
以
上
、

バ
ル
ド
リ
ド
の
如
く
、
後
世
の
偽
作
と
み
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
理
由
は
全
く
な
く
、
従

っ
て
テ

ィ
ム

l
ル
は
、
系
譜
も
物
語
り
、

こ
の
系
譜
を、

そ
し
て
ト
ガ
ン

も
そ
れ
を
支
持
し
た
如
く
、
確
か
に
も
と
も
と
は

モ
ン
ゴ
ル
の
名
族
の
出
身
で
あ

っ
た
と
み
な
す
事
が
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
右
の
外
園
人
達
の
記
録
は
、
同
時
に
、
テ
ィ
ム

l
ル
も
そ
の
父
も
、
わ
ず
か
に
少
数
の
部
下
を
持
つ
の
み
の
「
小
身
」
で

-125-

あ
っ
た
事
を
謹
言
し
、

か
つ
ま
た
、
テ
ィ
ム

1
ル
自
身
が
そ
の
青
年
時
代
を
盗
賊
と
し
て
過
ご
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
事
貫
を
も
指
摘
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
謹
言
は
、

か
の
輝
や
か
し
い
系
譜
が
、
テ
ィ

ム
l
ル
自
身
に
と

っ
て
は
、

そ
の
生
涯
へ
の
出
護
黙
に
あ
た

っ
て
、
何
の
支
え
に

も
な
ら
な
か
っ
た
事
情
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
に
、
テ
ィ
ム

l
ル
の
租
先
達
に
つ
い
て
の
言
及
が
全
く
見
ら
れ

な
い
の
も
、
租
先
が
誰
で
あ
る
か
と
い
う
事
が
、
テ
ィ
ム

l
ル
に
と
っ
て
は
、
ほ
と
ん
ど
意
味
を
持
た
な
か
っ
た
事
情
の
反
映
で
も
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、

テ
ィ
ム

l
ル
は
、
前
節
で
も

一
躍
の
結
論
を
述
べ
た
如
く
、
そ
の
近
い
世
代
の
組
先
達
の
中
に
、
重
要
な
政
治
的
活
動
を
演
じ
た

人
物
を
全
く
持
た
ず
、
自
ら
の
買
力
の
み
に
よ
っ
て
、
世
界
征
服
者
へ
の
道
を
き
り
ひ
ら
い
て
い

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
苦

難
の
道
程
に
お
い
て
、
着
々
と
、
嘗
時
の
社
舎
に
お
い
て
ま
さ
し
く
寅
質
的
な
意
味
を
持
っ
た
自
ら
の
立
場
を
固
め
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る

そ
の
立
場
と
は
、

イ
ブ

γ
・
ハ
ル
ド
ゥ

l
ン
に
よ
っ
て
も
記
さ
れ
た
如
く
、

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
援
に
、
テ
ィ
ム

1
ル
は
、

一
三
七

O
年
、

ま
ず
第
一
に
は
表
面
上
は
君
主
、
す
な
わ
ち
ハ

l
ン
の
代
理
人

仇
敵
ア

ミ
1
ル
・ア

サ
イ
ン

に
劃
し
て
敢
行
さ
れ

607 

と
し
て
の
立
場
で
あ

っ
た
。



608 

た
最
後
の
遠
征
の
陣
中
で
、

オ
ゴ
タ
イ

・
ハ
l
ン
家
の
ソ
ユ
ル
ガ
ト
ミ
シ
品

@
 

ωou『口円
m
rぇ
s
z
r
を
ハ

l
ン
位
に
推
戴
し
、

一
三
八
八
年
彼
が

病
問
訳
す
る
と
、
そ
の
子
ス
ル
タ
ー
ン

・
マ
フ
ム
l
ド

ωロ

rz
z白
f
s
E
を
そ
の
位
に
つ
け
、

自
ら
は
、
本
来
彼
の
家
系
が
所
有
し
て
い
た

名
を
貨
幣
に
ほ
り
こ
み
、

と
思
わ
れ
る
ア
ミ

l
ル
な
い
し
ベ
ク
と
し
て
の
身
分
と
サ

l
ヒ
ブ

・
キ

ラ
l
ン
と
い
う
稽
披
に
甘
ん
じ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
ハ

l
ン
達
の

@
 

ま
た
金
曜
日
の
瞳
奔
時
に
お
け
る
フ
ト
パ

w
E
A
Z
に
も
、
彼
等
の
名
を
讃
み
こ
ま
せ
た
。
こ
の
、
テ

ィ
ム
1

ル
の

チ
ン
ギ
ス

・
ハ
l
ン
家
の
血
に
射
す
る
態
度
は

ま
た
彼
の
チ
ン
ギ
ス

・
ハ
1

ン
の
血
を
ひ
く
女
性
達
に
劃
す
る
態
度
に
も
明
確
に
表
明
さ
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
テ
ィ
ム

l
ル
は
、
一
三
七

O
年
、
仇
敵
ア
ミ

l
ル

・
ア
サ
イ

ン
を
パ
ル

フ
に
破
り
、

7
1
・
ヮ

ラ
1

・
ア
ン
ナ
フ
ル
に
お

け
る
最
高
の
買
力
者
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
す
る
と
、

フ
サ
イ
ン
の
後
宮
か
ら
カ
ザ
ン

・
ハ
l
ン

O
目
N
白
ロ
阿
ハ
ゲ
仰
ロ
の
娘
サ
ラ
イ

・
ム
ル
ク

・

ハ
l
ニ
ム

ω白
色
宮
巳
F

H
ハ
E
E
B
を
め
と
っ
て

キ
ュ
レ
ゲ
ン

r
c
芯
包
ロ
す
な
わ
ち
ハ

l
γ
家
の
女
婿
と
し
て
の
立
場
を
獲
得
し
た
。

モ
グ

l
リ
ス

タ
ー
ン
の
ヒ
ズ
ル
・
ホ

l
ジ
ャ

・
ハ
l
ン
問
主
合
同
Y
者
間
宮
阿
ハ
}
戸
帥
ロ

の
娘
テ
ュ

ケ
ル

・ハ

l
ニ
ム

@
 

叶
己
内
包
同
『
削
ロ
同
日
を
め
と
っ
て
、
そ
の
キ
品
レ
ゲ
ン
と
し
て
の
立
場
を
強
化
し
た
。
そ
し
て
こ
の
立
場
が
、

人
と
し
て
の
立
場
を
よ
り
正
首
化
す
る
第
二
の
立
場
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
が
い
か
に
、

さ
ら
に

一
三
九
七
年
に
は
、

テ
ィ
ム
!
ル
の
ハ

l
ン
の
代
理

-126ー

彼
が
フ
ラ
ン
ス
王
シ
ヤ
ル
ル
六
世
に
あ
て
た
ベ
ル

シ
ア

語
書
簡
の
冒
頭
に
、

@

@

 

白
H
E
Z
E
Z
H
吋

5
日
関
口

HUロ
と
い
い
、
ま
た
中
園
の
明
朝
に
劃
し
て
も
「
尉
馬
帖
木
見
」
と
稿
し
、

い
た
か
は
、

こ
の
キ
品

レ
ゲ
ン
と
し
て
の
立
場
を
重
視
し
て

「
大
ア
ミ

l
ル、

テ
ィ

ム
l
ル、

キ
品
レ
ゲ
ン
」

名
と
並
ん
で
「
大
ア
ミ

l
ル
、
テ
ィ
ム

l
ル
、

ハ
ー
ン
ら
の

@
 

キ
品

レ
ゲ

ン
」
回
目
H
H
・目白
a
N
曲
目
吋
問
自
口
同
W
C
同
町
∞
出
口
と
誇
ら
し
げ
に
ほ
り
こ
ん
で
い
る
事
か
ら

ま
た
そ
の
貨
幣
に
も
、

も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
先
の
イ
ブ

γ
・
ア

ラ
ブ
シ
ャ

!
と
イ
ブ
ン

・
ハ
ル
ド
ゥ

l
ン
が
、

こ
の
キ
ュ
レ
ゲ
ン
と
し
て
の
テ
ィ
ム

l
ル
に
言
及
し

て
い
る
の
も
、
こ
の
地
位
が
嘗
時
の
枇
曾
で
も
っ
て
い
た
重
要
性
を
反
映
し
た
も
の
に
相
違
な
い
で
あ
ろ
う
。

四

テ
ィ
ム

i
ル
が
活
動
を
開
始
し
た
十
四
世
紀
の
中
葉
、
中
央
ア
ジ

ア
は
政
治
的
混
迷
の
た
だ
中
に
あ
っ
た
。

そ
と
に
は
、
統
一
的
君
主
の
名



に
値
す
る
者
は
存
在
せ
ず
、
十
二

J
十
五
と
教
え
ら
れ
る
封
建
領
主
達
が
、
絶
え
間
の
な
い
政
治
闘
争
を
く
り
か
え
し
向
。
そ
し
て
そ
の
祉
曾

で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
遺
産
た
る
チ
ン
ギ
ス
・
ハ

1
ン
家
の
血
の
重
み
を
除
い
て
、
高
貴
な
る
家
系
も
、

誇
る
べ
き
身
分
も
、
も
は
や
昔
日
ほ
ど

の
意
味
を
持
ち
え
な
か
っ
た
。

カ
ラ
チ
ャ
ル
に
代
表
さ
れ
る
高
貴
な
る
パ
ル
ラ
ス
部
ア
ミ
l
ル
の
末
奇
に
生
ま
れ
た
テ
ィ
ム

l
ル
に
と

っ
て
も
、
事
情
は
同
じ
で
あ

っ
た
に

相
違
な
い
。
す
で
に
そ
の
曾
祖
父
の
時
代
か
ら
、

彼
の
家
系
の
持
っ
た
重
要
性
は
意
味
を
失
い
、

曾
祖
父
も
祖
父
も
、

そ
し
て
ま
た
そ
の
父

も
、
も
は
や
チ
ャ
ガ
タ
イ
・
ウ
ル
ス
の
主
要
な
政
治
的
舞
蓋
に
登
場
す
る
事
は
な
か

っ
た
。

か
く
し
て
、
賓
カ
あ
る
者
の
み
が
祉
舎
の
上
層
部
へ
と
準
出
し
う
る
混
凱
の
世
に
、

は
じ
め
は
少
数
の
、
そ
し
て
や
が
て
は
数
百
の
、
怖
れ

そ
し
て
幾
多
の
困
苦
の
後
に
、

マ
l

・
ワ
ラ

を
知
ら
ぬ
者
達
か
ら
成
る
盗
賊
園
の
首
領
と
し
て
、
テ
ィ
ム

l
ル
は
そ
の
活
動
を
開
始
し
た
。

l

・
ア
ン
ナ
フ
ル
唯
一
最
高
の
寅
力
者
と
な
り
お
お
せ
た
テ
ィ
ム

l
ル
に
と
っ
て
、

そ
の
権
力
を
か
ざ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
は
、
意
味
を
持

-127ー

ハ
l
ン
家
の
女
婿
と
し
て
の
地
位
と
、

建
設
さ
れ
始
め
た
新
た
な
安
定
祉

@
 

舎
に
お
け
る
、
新
た
な
支
配
階
級
と
し
て
の
ア
ミ

l
ル
な
い
し
ベ
ク
の
身
分
で
あ

っ
た
に
相
違
な
い
。

生
ま
れ
な
が
ら
の

公
達
た
る
彼
の

子
孫
等
に
お
い
て
は
、

た
ぬ
一
片
の
系
譜
で
は
な
く
、

ハ
l
ン
家
出
身
の
傍
備
ハ

1
ン
と
、

し
か
し
、
栄
光
に
輝
く
テ
ィ
ム

l
ル
王
朝
の

事
情
は
い
ち
ぢ
る
し
く
異
な
っ

た
。
柴
光
に
つ
つ
ま
れ
た
彼
等
に
必
要
と
さ
れ
た
の
は
、
盗
賊
と
し
て
の
日
々
を
も
過
ご
さ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
王
朝
創
設
者
の
貫
録
で
は
な

か
く
し
て
、
テ
ィ

ム
l
ル
在
世
中
に
は
決
し
て
問
題
に
さ
れ
る
事
の
な
か
っ

た
テ
ィ
ム

l
ル
家
の
系
譜
が
、
架
空
の
誓
約
書
を
中
核
と
し
て
含
む
停
承
を
伴
っ
て
、

再
び
ほ
こ
り
の
中
か
ら
と
り
出
さ
れ
、

宮
廷
史
家
の
麗

筆
に
よ
っ
て
諸
史
料
に
書
さ
残
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
自
家
の
系
譜
に
劃
す
る
テ
ィ

ム
1
ル
と
そ
の

子
孫
ら
の

態
度
の
相
遣
は
、
お
そ
ら

く
、
彼
等
の
生
き
た
時
代
、
す
な
わ
ち
凱
世
と
卒
和
期
と
い
う
二
つ

の
時
代
相
の
反
映
に
他
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

く
、
あ
く
ま
で
祭
光
に
満
ち
満
ち
た
租
先
等
の
物
語
で
あ
っ
た
。

609 

① 註

テ
ィ
ム
l
ル
家
の
「
系
譜
」
を
員
正
の
も
の
と
み
な
す
設
の
代
表
者
は

ト
ル
コ
の
ト
ガ
ン
で
、
彼
は
「
ア
ミ
l
ル
・
テ
ィ
ム
l
ル
の
系
譜
の
検
設
」
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。
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史
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O
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な
お
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村
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正
二
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は
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の
ス
ク

・
セ

チ
ェ

ン
と
カ
ラ
チ
ャ
ル
を
オ
ロ
ナ
ウ
ル

O
Z
ロ
E
『

族
の
出
身
と
い
わ
れ

る
が
、
彼
等
が
バ

ル
ラ
ス
部
の
出
身
で
あ
る
事
は
間
違
い
な
い
。
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上

正
二
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註
〉
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ン
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ル
秘
史
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1
、
昭
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四
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五
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四
0
ペ
ー
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③
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・
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ωω∞・司
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印・

③
『
元
朝
秘
史
』
四
十
六
節
。

③

向

上
。

⑧

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
田
沼
信
「
成
士
口
思
汗
の
十
三
裂
に
つ
レ
て
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『
東
方
皐
』
四
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昭
和
二
十
七
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も
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照
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佐

口
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ガ
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翠
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史
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1

八
、
昭
和
二
十
八
年
、
参
照
。
な
お
、
バ
ル
ト
リ
ド
は

チ
ャ
ガ
タ
イ
に
つ
け
ら
れ
た
ア
ミ
l
ル
連
と
し
て
、
ハ
ル
ラ
ス
部
の
カ
ラ

チ
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ゲ
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シ
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ノ
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司
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史
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節
に
は
、

こ
の
他
に
イ
ド

ゥ
ク
タ
イ

及
ひ
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の
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が
み
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ベ
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史
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ス

ル

ド
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ス
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の
ド

ル
ジ
ャ
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・
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夕
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ブ
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ト
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の
フ
カ
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ベ
ク
の
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い

る

(
「白
白
白
、
h
k，
R
HJして
旬
邑
ゃ
え
可
町
、
む
ミ
・ミ
h
k町
・
2
・
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な
お

こ
の
史
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に
つ
い
て
は
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中
見
立
夫
氏
所
蔵
本
を
堀
川
徹
氏
の
好
意
で
利
用
で
き

た
。
記
し
て
誠
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を
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る
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五
一
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。
七

一
七
年
、

す
な
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ち
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在
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定
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。
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岳
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語
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キ
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佐
藤
次
高

氏
所
熊
本
を
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利
用
し
え
た
も
の
で
あ
る。

こ
こ
に
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し
て
謝
意

を
表
し
た
い
。
な
お
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ア
バ
ガ
イ
は
モ

ン
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ル
語
で
「
皇
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」
な
と
の

意
で
も
用
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ら
れ
る
か
ら
、

ボ
ル
ギ
ュ

ル
が
本
名
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ア
パ
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は
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で
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る
可
能
性
も
あ
る
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の
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の
潟
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な
い
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、
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Rivers Zanian and Abhar｡

　　

The Il-khans visited Tabriz and Maragha only on the way to and

from the headquarters. However, they never entered citiesand had no

intention to settledown there. Furthermore, all the important state affairs

and ceremonies of the Il-khans were carried out either at the winter- and

summer･quarters or on their way of seasonal migrations｡

　　

We may now say that Azerbaijan, where both the headquarters of the

Il-khans and the military fiefsof the Mongol tribes were set up, was the

Ｑｏｌ-ｕｎUliis (the Land of the Middle) of Hulagu Ulus. That is why

Azerbaijan became the Land of Turks in due course of time after the

Mongol domination.

Amir Timur Kiiragan―TheTimurid Genealogy and

　　　　　　　　　　　

TimurﾀｓPosition

Etii　Ｍａｎｏ

　　　

An ｅχanimation of the problems of the Timurid genealogy on the

basis of the available sources　from the Mongol period and from the

hands of　Timur's contemporaries　suggests　the　following　conclusions.

First,the genealogy of the Timurid line is probably authentic. However,

what mattered to Timur himself was not this genealogical record but

rather

　

his

　

position―which

　

he

　

won

　

by

　

his

　

abilities―asａ　son-in-law

(,kｕｒａｇａｎ)ofthe khan's family and his status as のnir ｏｒ　ｂｅｇ.

　　　

But for the Timurid princes,descendents of Timur, the situation was

quite di任erent. What they needed was not ａ veritable account of their

・ncestor, who spent　much of　his existence as a　bandit； they　wanted

StOI‘iesfull of splendor and glory dealing with their ancestors. Therefore

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一一４－



the Timurid genealogy, which had never been an issue for Timur himself,

became for his descendents ａ web of traditionscentering around a fictional

Oath ；retrieved from the dust, it remains in the sources embellished with

the additions of court historians.

５－


